
 

                                                       

編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

104-12 高等学校 工業 建築施工  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

７ 実教 工業 768 建築施工 

 

１．編修の基本方針 

 
教育基本法第 2 条に示す教育の目標を達成するため，次のように編修を行った。 
１）幅広い知識と教養を身に付けられるように，環境に配慮した持続可能な建築のあり

方について触れ，応用・発展的な内容も掲載するようにした。 
２）職業及び生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うために，建築施工に関

わる人々の組織や役割，施工に携わる際の安全や健康を守る手段などについて記載
した。  

３）法令を遵守する道徳心を培えるように，法的規制や建築施工上の安全や事故につい
ても取り上げた。 

４）職業及び生活との関連を重視して，施工に携わる技術者・技能者の役割や建築に関
わる人々について記載した。  

５）公共の精神に基づき，主体的に社会の形成に参画し，その発展に寄与する態度を養
うために，周辺の環境に影響を及ぼす工事について記載し，。 

６）環境の保全に配慮して，環境問題や省エネルギーに配慮した設備や施工について取
り扱うようにした。 

７）伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた日本と郷土を愛する態度を養えるよ
うに，日本の伝統的な木造の工法である在来工法を取り上げ，木造の特徴や和室の
仕上げ例を紹介した。 

８）国際社会の発展に寄与する態度を養うように，環境に配慮した設備や施工を取り上
げ，省エネルギーに配慮した施工の考え方を記載した。  

 
 

２．対照表 

（例） 
 

 
図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所  

 「建築施工」を学ぶにあたって 
持続可能な社会における建築の
あり方，情報技術の活用など，
施工上取り組むべき課題を記載
した（第 1号，第２号，第５
号）。  
 

p.4～10 



 

第1章  

「工事の準備」 

公共の精神に基づいた施工を行
うために，取りかかるまえの準
備として，敷地その他の調査を
行い，周辺の環境や安全への配
慮の行き届いた仮設工事のため
の知識と技術を記載した（第３
号）。  
工事の安全対策を示すととも
に，工事中全体を通しての安全
管理体制について扱った（第２
号）。  
 

p.11～32 
 
 
 
 
p.33～34 
 

第2章  

「地面から下の工事」 

建築物が堅固に存在し続け，
利用者と施工者の安全を守る
ため，敷地や地盤に合わせた
各種の施工技術を取り上げた
（第４号）。  
 

p.35～64 
 
 

 

 

 

 

 

第3章  

「木構造の工事」 

住宅に多く用いられている木
構造のなかで，伝統的な在来
工法と，北米などで用いられ
る枠組壁工法の施工方法を扱
った（第５号）。  
 

p.65～104 
 
 
 

第4章  

「鉄筋コンクリート構造の工事」 

鉄筋コンクリート構造の工事に
ついて，社会に出て技能を生か
す際に必要となる基礎・躯体お
よび仕上工事の基本を記載した
（第２号）。 
技術の進展にも配慮し，新たな
技術についても取り上げた（第
３号）。  
 

p.179～198 
 
 
 
p.126，132 

第5章  

「鋼構造の工事」 

鋼構造の工事について，社会に
出て技能を生かす際に必要とな
る基礎・骨組および仕上工事の
基本を記載した（第２号）。  
地震に強い建築物を施工するた
め，耐震化の法令と対策，耐震
化の方法について取り上げた
（第３号，第４号）。 
 

p.159～188 
 
 
p.189～190 
 



 

第6章  

「設備の工事」 

環境に配慮する建築設備の工事
について，種類や工程，たずさ
わるための資格について記載し
た（第１号，第５号）。  
 

p.191～200 
 
 

第7章  
「建築物のライフサイクルと  
環境への配慮」 

持続可能な社会の中での建築の
ありかた，建築物の保全を含む
ライフサイクル，解体工事，環
境保全の基本について記載した
（第３号，第４号） 
 

p.201～218 
 
 

 第8章  
「建築の業務」 

効率よく，適正で安全に建築工
事を進めるため，工事の契約か
ら竣工までの業務の内容につい
て具体的に記載した（第２号，
第３号）。  
 

p.219～242 
 
 

 

 第9章  
「建築工事費の算出」 

環境に配慮する建築設備の工事
について，種類や工程，たずさ
わるための資格について記載し
た（第１号，第５号）。  
 

p.243～265 
 
 

 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

学校教育法第51条に示す目標を達成するため，次の点を考慮して編修を行った。 
１）義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させるため，中学校の教科
「技術・家庭」などの内容や学習状況に配慮して編修を行った。 
２）国家及び社会の形成者として必要な資質を養えるように，建築における環境への配
慮，建築施工における情報通信技術の活用についての知識について記述した。  
３）社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき、一般的な教養を高め、
専門的な知識、技術及び技能を習得するための，建築施工に関わる法令や資格について
取り上げた。 
４）個性の確立と，社会の発展に寄与する態度を養うため，自ら問いを立て，問題を解
決するための問題と演習を記載した。 

 



 

                          

編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

104-12 高等学校 工業  建築施工   

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 

※教 科 書 名    

７ 実教 工業 768 建築施工 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色                    

学習指導要領に示された目標，内容および内容の取扱いに準拠し，建築物の施工に必要
な資質・能力を育成することを目指して，教科の目標を達成できるように次の点を考
慮して編修を行った。  

（1）建築物の施工について安全性や環境への配慮を踏まえて理解するとともに，関 
連する技術を身に付けられるようにする。 
（2）建築物の施工に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業 
技術の進展に対応し解決する力を養う。 
（3）安全で安心な建築物を施工する力の向上を目指して自ら学び，建築の発展に主 
体的かつ協働的に取り組む態度を養う。  

 
また，生徒の学力・能力の実情に配慮し，次の点に従って編修した。  
１）工業の建築科の生徒に履修させる科目として編修した。 
２）中学校の教科「技術・家庭」などの内容や学習状況に配慮した。  
３）建築物の施工をできるだけ具体的に学習し，その内容に興味・関心をもたせるた
め，写真や図を多く取り入れた。  
４）本文で掲載した伝統的な技術や最先端の技術，情報技術を融合させた施工例として
伝統的建築物の修復工事の写真事例を，見返しにカラーで掲載した。  
５）主体的に建築施工に取り組み，発展的な学習につなげるため，章末に協働的に
学習する問題を設けた。  
７）側注欄を設け，用語の補足説明や主な用語の英語を示し，本文の理解をたすけ，技
術英語に慣れるようにした。  
８）用語および図記号は，学術用語およびJISに準拠した。 
９）単位系は，国際単位系（SI）を用いた。 
10）技術者倫理に配慮し安全な建築物を設計するため，事故の事例を示し，
安全を喚起するとともに，耐震工事について記載した。また，省エネルギー
に配慮した設備を取り上げた。  
 
 
 

 



 

２．対照表 

 
（例） 
 
 

図書の構成・内容 
 

学習指導要領の内容 

 
該当箇所 

 
配当 
時数 

 

 

  
「建築施工」を学ぶにあたって  

（1）建築施工の概要 
 ア  建築施工の意義と工
事の過程  
（2）建築の施工業務 
 ウ  施工計画と施工監理  

 
p.4-9 
 

 
 

1 

1章  工事の準備 （3）各種工事 
 ア  仮設工事 
（1）建築施工の概要 
 イ  安全管理 

 
p.11-34 

 
10 

２章  地面から下の工事  
 

（3）各種工事 
 イ  基礎工事と地業工事  
（4）工事用機械や関連する器具  

p.35-64  
11 

３章  木構造の工事 
 

（3）各種工事 
 ア  仮設工事 
 イ  基礎工事と地業工事  
 ウ  く体工事 
 エ  仕上工事 
（4）工事用機械や関連する器具  

 
p.65-104 

 
 

20 

 4章  鉄筋コンクリート構造の工事  
 

（3）各種工事 
 ア  仮設工事 
 イ  基礎工事と地業工事  
 ウ  く体工事 
 エ  仕上工事 
（4）工事用機械や関連する器具  

 
p.105-158 

 
 

20 

5章  鋼構造の工事 （3）各種工事 
 ア  仮設工事 
 イ  基礎工事と地業工事  
 ウ  く体工事 
 エ  仕上工事 
 カ  耐震補強工事 
（4）工事用機械や関連する器具  

p.159-190  
 
 

12 

 6章  設備の工事 （3）各種工事 
 オ  設備工事 

p.191-200  
4 

 7章  建築物のライフサイクルと環
境への配慮  

（3）各種工事 
 キ  生産システムの自動化や省力化  
 ク  解体工事と環境保全  

p.201-218  
8 



 

 8章  建築の業務 （1）建築施工の概要 
 イ  安全管理 
（3）各種工事 
 キ  生産システムの自動化や省力化  
（5）建築積算 
 ウ  入札制度 

p.219-242  
 

9 

 9章  建築工事費の算出 （5）建築積算 
 ア  建築積算の概要 
 イ  概算見積と明細見積  

p.243-265  
10 

      計 
105 

  ＊3 単位を想定 
 

 


